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研究の内容

変形性・接着性などの細胞の状態を計測する技術、遺伝子注入などの細胞に対する加工技術、
分離した細胞を培養する技術は、バイオテクノロジーの要になる技術であるが、なお多くの技術
的な課題を抱えている。半導体微細加工技術を用いて作製したマイクロチャネル（微小流路）の
アレイがそれぞれの技術で有用性を発揮することを示してきた。

技術の特徴

① 毛細血管を模したマイクロチャネルアレイにより血液細胞の流れ特性を定量性高く測定する。

② 基板端面に開口部を持つマイクロチャネルアレイで細胞をトラップすることにより、マイクロインジェク

ション操作が容易になる。

③ マイクロチャネルを有する微細な立体空間の中で培養細胞が配列する。

④ マイクロチャネルアレイによって微細な立体空間の中を培養液が循環する。
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毛細血管モデルとドロドロ血液 マイクロチャネルにトラップされた細胞（プロトプ
ラスト）に対するマイクロインジェクション

基板上で配列した培養線維芽細胞

今後の展開

① 毛細血管モデル装置MC-FANによる健康（血液サラサラ・ドロドロ）評価

② マイクロチャネルアレイ内で卵子を培養した後に遺伝子を注入することで、受精率を高める。

③ 培養細胞に対して極性を持たせ、生体内で示す機能を発揮させる。
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